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１月下旬から２月に様々なオリ
エンテーリングイベントが愛知
県で開催された。 
 

日本トップレベル選手が競っ
た！第 59 回岡崎市オリエンテ
ーリング大会（1 月 25 日） 
 事前の宣伝は必ずしも満足のいくも
のでなかったが、愛知県内外から 140
名余りの参加者を得た。道根往還と岡
崎中央総合公園をほぼ交互に使っての
大会であるが、安定した中堅クラスの
大会である。好天に恵まれ、また、会
場が北側の斜面に風がさえぎられ、春
の兆しが感じられる日よりでした。 
M21A には柳下選手らに混じって３名

の女性が挑戦。アップダウンの厳しい
コースであり、柳下選手は 1 時間余で
走破したものの、半数が 2 時間を越え
る結果になった。（小野盛光） 

 

スリリングなリレー！三河 OLC
練習会（2 月 1 日） 

愛知教育大学と隣接する洲原池の周
囲を走る三河 OLC 主催の練習会が雨の
前の暖かい日和に恵まれ、開催された。
参加は三河 OLC の参加者 10 名に対し、
クラブ外からも大阪からのオリエンテ
ィア、WOC 強化選手、70 歳の高齢者、
中学生などバラエティに富んだメンバ
ー約30名の参加者を得て盛大に開催さ
れた。 

役員によってバランスよく配分され
たメンバー4人１組のリレーを実施。楽
しみながらスピードアップ効果が期待
できるトレーニングだ。 

コースは前半 2 コース、後半 2 コー
スの計 4 コースが用意された。チーム
メンバーを V、X、Y、Zの 4名とすると、
第１チームとしては V、X、Y、Zの走順
で走ります。もう一つ同じメンバーで Y、
Z、V、X で走る第２チームが存在する。
参加者が 1走と 3走または 2走と 4走
として、しかも全てのコントロールに
行けるというお徳なリレー。同じメン
バーで 2 つのチームができ、競ってし
まうというユニークさ。コントロール
カードは 2 枚渡され、あらかじめ各走
区に名前を書いておき、コントロール
カードをバトン代わりにリレーをして
いく。 

 
後半の 2 コースには追従を防止する

バタフライコースが組まれ一層盛り上
がりを誘った。順位はめまぐるしく変
化し、全くどこが勝か予想がつかない
激戦で、待つ方も興奮の熱気でつつま
れた。 

この興味あるリレーはどうも松澤さ
んの発案らしく、彼が以前コーチして
いた大学でやった経験があるものの、
彼自身も他に事例は聞いたことがない
とのこと。ほんとうに面白く、密度の
高い練習ができるので試してください。 
 
バタフライコース 

羽根の付け根にあたるコントロール
が 33（コントロールカードに番号があ
らかじめ記入されている）。33 は 6 番、
9 番、12 番と 3 回通る。図の回り方を
するコースと 
33-35-34-33-31-32-33 という等質の 2
つの回り方が設定できる。 

 
（小野盛光） 

 

にぎわう公園でフットとトレイル
O を楽しんだ、あいち健康の森
大会（2 月 8 日） 

毎年やっている愛知県協会主催のオ
リエンテーリング指導者研修会。 

2003 年度は OLC ルーパー主管大会。
ただ研修会を開くだけでは、収入面も
イベント面も物足りなさそう、という
ことで、同時に主催大会＝あいち健康
の森大会を開催しました。 

舞台は、2001 年全日本リレー前日に
日本ランキング対象イベントが開かれ
た大府市の「あいち健康の森」（通称け
んもり）。ルーパーが誇る名マッパー阿
部氏によって描きこまれた 1/5,000 の
詳細な地図。フット O パーク O イベン
トにはうってつけ。トレイル O にも公
園内を縦横無尽に走る小道と適度に残
された傾斜と林がぴったりです。 

 
当日は 2 月としては穏やかな天候の

中、100 名近辺の参加者にお越しいただ

き、盛況となりました。 
公園内に随所に広がる広場をフット

O参加者が駆け抜け、その横でトレイル
O 参加者がフラッグを見つめて考え込
む、という光景が見られました。 

 
また指導者研修会では、「障害者の

方にもオリエンテーリング（トレイル
O）を楽しんでいただくには」をテーマ
として、20 数名の参加者を迎えて講義，
実習が行われました。 

講義は、トレイル O 研究会車椅子オ
リエンティアの木島さんを講師に迎え
て、 

(1)障害者参加の立場から見たトレ
イル O規則の紹介。 

(2)ユニバーサルレクリエーション
としてのトレイル Oの 2題。 

実習は、けんもり大会のトレイル O
コースの車椅子での競技をポイントと
しました。 

 
こういったフット O パーク O＆トレ

イル Oは 1つの運営スタイルであり、 
今後も増えていくと思われます。参

加者にもおおむね好評でした。 
指導者研修会を口実に、多くの方々

にオリエンテーリングを楽しんでいた
だくことができたと考えます。もっと
も数々の大会を開催しているルーパー
では、フット O 運営はお手の物でした
が、トレイル O 運営経験は少なくタイ
ムコントロールの設置場所や地図作成
などでまごつくシーンもありました。 
 
次回は 11 月 6 日。同じ県内の名古屋

市大高緑地でもう一度フット O＆トレ
イル O の組み合わせでお待ちしていま
す！（翌 11 月 7 日は東日本大会が愛知
県で予定されています） 

 
会場の近くを通っているのに気がつかなかった
巧みなコース設定 

（山口尚宏） 

愛知の早春イベントシリーズ 
愛知県協会 
小野盛光 
山口尚宏 

春のきざしを感じた！ ３イベント 
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